
『
特
許
は
宝
の
山
』

　
ア
メ
リ
カ
の
特
許
へ
の
執
念
は
す
ご
い
。
そ

れ
は
、
広
大
な
国
土
を
開
拓
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
精
神
と
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
の
苦
闘
の

中
で
培
わ
れ
た
。
特
許
制
度
の
整
っ
た
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
産
業
革
命
が
進
行
し
、
著
し
い
発
展

を
み
せ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
技
術
は
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
。
建
国
の
指
導
者
た
ち
は
、
技
術

面
で
外
国
に
従
属
し
て
い
て
は
、
真
の
独
立
は

で
き
な
い
と
の
考
え
を
共
有
し
て
い
た
。

　
初
代
の
長
官
は
、
第
３
代
大
統
領
ジ
ェ
フ
ァ

ー
ソ
ン
。
ワ
シ
ン
ト
ン
ら
と
と
も
に
制
定
し
た

憲
法
に
は
、
す
で
に
特
許
の
保
障
が
明
記
さ
れ

て
い
た
。
半
世
紀
後
、
自
ら
も
船
の
特
許
を
持

っ
て
い
た
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
は
、「
特
許
は
天

才
の
火
に
利
益
と
い
う
燃
料
を
加
え
た
」
と
演

説
。
弾
み
が
つ
い
た
よ
う
に
、
発
明
王
エ
ジ
ソ

ン
、
電
話
の
ベ
ル
、
飛
行
機
の
ラ
イ
ト
兄
弟

ら
多
く
の
発
明
が
生
ま
れ
る
。
19
世
紀
末
に
は
、

西
欧
を
抜
き
世
界
一
の
技
術
国
に
な
る
。

　
ア
メ
リ
カ
は
、
特
許
を
武
器
に
圧
倒
的
な
経

済
力
で
世
界
に
君
臨
す
る
。
日
は
昇
り
、
日
は

沈
む
。
安
住
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
が
、
い
つ

し
か
進
取
の
気
概
が
薄
れ
て
き
た
。
間
隙
を
ぬ

う
よ
う
に
、
日
本
が
特
許
数
も
伸
ば
し
、
猛
烈

に
追
い
あ
げ
る
。
守
勢
に
回
る
ア
メ
リ
カ
。
だ

が
、
特
許
の
国
は
逆
襲
に
転
ず
る
。
研
究
段
階

で
の
発
明
を
保
護
す
る
。
他
国
の
特
許
侵
害
に

厳
し
い
制
裁
を
加
え
る
。
大
学
の
研
究
成
果
を

特
許
化
し
、
産
学
官
の
連
携
を
深
め
る
。
鮮
や

か
な
特
許
政
策
で
見
事
に
甦

よ
み
が
え

っ
た
。

　
“
東
京
特
許
許
可
局
”
と
い
う
早
口
言
葉
が

あ
る
。
特
許
や
商
標
、
著
作
権
の
よ
う
に
、
知

的
な
活
動
か
ら
生
ま
れ
る
技
術
の
発
明
や
ア
イ

デ
ア
は
、
文
明
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
。
だ
が

形
を
持
た
な
い
た
め
に
真
似
さ
れ
や
す
く
、
創

意
工
夫
の
意
欲
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
創
造
的
発
明
を
保
証
し
、
研
究
開
発
を

促
す
も
の
と
し
て
特
許
制
度
が
で
き
た
。

　
日
本
の
特
許
制
度
は
１
３
０
年
前
に
つ
く
ら

れ
た
。
中
心
と
な
っ
た
人
物
は
高た

か
は
し
こ
れ
き
よ

橋
是
清
。
白

河
だ
る
ま
の
よ
う
な
福
々
し
い
顔
で
、“
ダ
ル
マ

宰
相
”
と
呼
ば
れ
た
。
６
度
も
大
蔵
大
臣
を
務

め
、“
高
橋
財
政
”
と
も
評
さ
れ
た
大
物
政
治
家
。

そ
の
経
歴
が
面
白
い
。
ア
メ
リ
カ
留
学
の
折
、

奴
隷
に
売
ら
れ
、
ほ
う
ほ
う
の
体
で
帰
国
し
た
。

事
業
で
も
大
失
敗
し
一
文
無
し
に
な
る
。
最
後

は
軍
部
の
凶
弾
に
倒
れ
る
。
七
転
八
起
の
人
生

は
ま
さ
に
波
瀾
万
丈
。

　
高
橋
は
明
治
の
初
め
、
あ
る
外
国
人
に
「
日

本
人
は
真
似
る
の
が
上
手
。
で
も
、
ア
メ
リ
カ

の
よ
う
に
発
明
を
大
事
に
し
な
い
と
一
等
国
に

な
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
心
に
火
が
つ
い
た
。

外
国
の
文
献
を
猛
勉
強
し
、
政
府
に
特
許
の
重

要
性
を
訴
え
た
。
明
治
憲
法
よ
り
４
年
早
く
、

専
売
特
許
条
例
が
で
き
た
。

　
日
本
が
製
造
業
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
時
代

で
も
、
基
盤
技
術
の
特
許
は
ア
メ
リ
カ
が
握
っ

て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
は
土
台
そ
の
も
の
に
大
き

く
網
を
か
け
る
。
だ
か
ら
強
い
。
日
本
は
改
良

の
技
術
。
こ
こ
に
到
達
す
る
の
は
難
し
く
な
い
。

「
真
似
」
か
ら
「
学
ぶ
」
さ
ら
に
「
創
る
」
へ

進
化
す
る
中
国
や
韓
国
に
追
い
あ
げ
ら
れ
、
モ

ノ
づ
く
り
の
優
位
が
揺
ら
い
で
き
た
。

　
時
代
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
、
人
口
知
能
や

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
。
競
争
の

土
俵
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
れ
は
特
許
の
内

容
が
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
日
本
が
知
的

分
野
で
世
界
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
る
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
研
究

に
人
と
金
を
投
じ
、
そ
の
成
果
を
が
っ
ち
り
保

護
す
る
。
一
方
で
自
社
特
許
の
一
部
を
あ
え
て

開
放
し
、
ラ
イ
バ
ル
企
業
と
の
連
携
の
中
で
、

最
先
端
技
術
を
い
ち
早
く
普
及
さ
せ
、
世
界
標

準
と
す
る
。
囲
い
込
み
と
、
オ
ー
プ
ン
化
の
組

み
合
わ
せ
が
大
事
だ
と
い
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
休
眠
特
許
の
活
用
。
公
開
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
未
使
用
の
特
許
は
全
体
の
半

分
に
の
ぼ
る
。
価
値
あ
る
技
術
が
眠
る
の
は
社

会
的
損
失
。
こ
れ
を
他
企
業
、
特
に
中
小
企
業

に
移
転
し
、
新
製
品
の
開
発
や
新
規
事
業
に
役

立
て
る
の
は
、
有
効
な
方
策
だ
。

　
今
も
昔
も
特
許
は
宝
の
山
。
首
相
官
邸
斜
め

向
か
い
の
特
許
庁
の
玄
関
に
、
初
代
長
官
高
橋

是
清
の
胸
像
が
あ
る
。
優
し
げ
な
眼
ざ
し
は
、

日
本
の
未
来
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。
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